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厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 

企画課自立支援振興室 

 

「障害者自立支援機器 ニーズ・シーズマッチング交流会 2022」 

併設セミナーの参加者募集（大阪会場）について 

 

 

平素より、障害福祉行政にご尽力をいただき厚く御礼申し上げます。 

先般、令和４年６月６日の事務連絡にて「障害者自立支援機器 ニーズ・シーズマ

ッチング交流会 2022」の開催案内をお知らせしたところですが、大阪会場における

併設セミナー「デザイン思考プロセスを用いた支援機器開発ワークショップ」の参加

者募集についてご案内いたします。 

 つきましては、管内市町村、身体障害者更生相談所、関係機関、関係団体、関係業

者等に周知いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

【ニーズ・シーズマッチング交流会（大阪会場）】 

・日時 11月 28日（月）～30日（水） 

     初日 13:00～17：00 / 9：00～17：00(最終日のみ 16:00) 

・場所 大阪マーチャンダイズ・マート（ＯＭＭ） 

 

【デザイン思考プロセスを用いた支援機器開発ワークショップ】 

・日時 11月 30日（水）13:00～16：00 

・場所 大阪マーチャンダイズ・マート（ＯＭＭ）２階展示 Aホール 

・参加者募集期間 11月 29日（火）12:00まで 

※ 申し込み手続きの詳細は別添資料をご覧下さい。 

 

 

 

支援機器は、生活面で支援が必要な障害者だけでなく、支援者側を含めたさまざまな

人が使用します。リハビリテーションロボットや介護ロボットなど、近年の支援機器開

発は目覚ましい発展を遂げています。しかし、製品が上市に至るには、優れたシーズで

あるだけでなく、製品化ニーズ、臨床ニーズとの合致に加え、安全性・有効性、事業性

など、さまざまな要件を備えなければなりません。 

 そこで、医療機器開発に特化したバイオデザインプロセスを支援機器に応用し、初期

の段階から事業化を見据えた製品の開発方法を学ぶことができるワークショップを開

催します。 


